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第６０回 全日本聾教育研究大会（青森大会）開催要項 

 

１ 大会名称    第６０回全日本聾教育研究大会（青森大会） 

 

２ 大会主題    「新しい時代を切り拓く力を育む聴覚障がい教育の創意工夫」  

青森県３校共通テーマ 

「よく考え主体的に学ぶための授業づくり」 

 

【主題設定の理由】 

中央教育審議会における答申（令和３年１月）では、「令和の日本型学校教育」の構築を目指し、全ての子ど

もたちの可能性を引き出す、「個別最適な学び」と、「協働的な学び」を実現する学校の在り方が示された。こ

の中で、急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力として、学習指導要領の着実な実施やＩＣＴの活用によ

って、「一人一人の児童生徒が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として

尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創

り手となることができるようにすること」が必要であるとしている。 

また、学習指導要領では、育成を目指す子どもたちの資質・能力を「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で整理するとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善の必要性が述べられている。 

一方、聴覚障がい教育では、先人の培ってきた教育を継承し、その専門性を障がいの多様化や社会の変化に対

応させながら、学力や人間関係形成の基盤となる言語力の育成、コミュニケーション能力等を育んできた。そし

て近年では、障がいの重度重複化、少子化による在籍者数の減少、社会の変化によるニーズの多様化等、様々な

課題に直面している。時代が移っても、子ども一人一人の適切な実態把握や、言語力、コミュニケーション能力

等を育むための指導技術、聴覚障がい教育の専門性はこれからも継承され、発展させていくことが求められるこ

とに変わりはない。そのためには、日々の授業実践を大切に、常に授業改善に努めていかなければならない。ま

た、子ども一人一人が自分の良さや可能性を認識するとともに、相手の価値を尊重し、多様な人々と協働しなが

ら様々な社会的変化を乗り越え、豊かに生きていくためには、主体的・対話的で深い学びの実現が重要である。 

本大会では、聴覚障がい教育が抱える様々な課題について協議するとともに、集団と少人数、デジタルとアナ

ログのように、対極と言われるようなことでありながらも、それぞれの良さや強みを活かした授業実践の共有を

通して、子どもたちが主体的に豊かに学び、自他を認め、新しい時代を切り拓いていくために創意工夫が必要で

あると考え、本主題を設定した。  

 

３ 会  期    令和８年（２０２６年）１１月５日（木）・６日（金） 

 

４ 会  場 

［公開・指定授業］ 

・青森県立八戸聾学校（指定：幼稚部・小学部）  

〒０３１－００８１  青森県八戸市柏崎６丁目２９番２４号 

ＴＥＬ ０１７８－４３－３９６２   ＦＡＸ ０１７８－４３－３９４２ 

 

・青森県立青森聾学校（指定：中学部・高等部）（寄宿舎公開） 

〒０３８－００２１  青森県青森市大字安田字稲森１２５番地１ 

ＴＥＬ ０１７－７６６－１８３４（ＦＡＸ兼用） 

 

［授業研究分科会・寄宿舎情報交換会・開会行事・記念講演・研究協議分科会］ 

・青森市文化会館（リンクステーションホール青森） 

  〒０３０－０８１２ 青森県青森市堤町１丁目４番１号 

ＴＥＬ ０１７－７７３－７３００  ＦＡＸ ０１７－７７６－２０６６ 

 

［研究協議分科会］ 

・青森県観光物産館アスパム 

〒０３８-０８０３ 青森県青森市安方１丁目１番４０号 

ＴＥＬ ０１７－７３５－５３１１  ＦＡＸ ０１７－７３５－２０６７ 
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５ 主  催    全日本聾教育研究会 東北聾教育研究会 

 

６ 主 管 校    青森県立青森聾学校 

 

７ 協 力 校    青森県立八戸聾学校     青森県立弘前聾学校 

秋田県立聴覚支援学校 

岩手県立盛岡聴覚支援学校  岩手県立一関清明支援学校 

宮城県立聴覚支援学校    宮城県立聴覚支援学校小牛田校 

山形県立山形聾学校     山形県立酒田特別支援学校 

福島県立聴覚支援学校    福島県立聴覚支援学校福島校 

福島県立聴覚支援学校平校  福島県立聴覚支援学校会津校 

 

８ 後援（予定）  文部科学省 青森県教育委員会 青森市教育委員会 全国聾学校長会 全国聾学校教頭会 

全国特別支援学校長会 東北地区聾学校長会 東北地区聾学校教頭会 

青森県特別支援学校長会 全国ろう学校ＰＴＡ連合会 

全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会 

 

９ 協賛（予定）  公益財団法人聴覚障害者教育福祉協会 公益財団法人日本教育公務員弘済会青森支部 

     

10 記念講演（大会１日目）11月５日（木）１５：４０～１７：００ 青森市文化会館 大ホール 

[講師] 筑波技術大学 准教授 脇中 起余子 氏 

[演題] 口話・キュー・手話、聴覚活用の波間から日本語獲得を考える～接する日本語の量と質の大切さ～ 

         

11 大会日程及び会場 

（１）大会事前日程 

指定授業【動 画：幼稚部（八戸聾学校）・中学部（青森聾学校）オンデマンド配信】 

【指導案：大会ホームページより閲覧】 

※八戸聾学校小学部と青森聾学校高等部は大会当日に実施予定ですが、都合により変更になる 

場合もあります。 

 期   間 配信、事前質問送付先 

配信期間 

指導案掲載期間 
令和８年 10月５日（月）から 11月４日（水）まで 

※今後、お知らせします 

事前質問受付 令和８年 10月５日（月）から 10月 20日（火）まで 

 

（２）大会日程 

月 日 時 間 日 程【会 場】 

大会前日 

11月４日（水） 
15:00～16:30 全日本聾教育研究会理事会   【青森市文化会館】 

１日目 

11月５日（木） 公
開
・
指
定
授
業 

 

9:40～ 

【青森聾学校】 

受付 

 

 8:25～ 

【八戸聾学校】 

受付 

10:10～11:00 

 

 

11:30 

12:00 

指定授業[高等部] 

公開授業[幼、小、中学部] 

寄宿舎公開 

学校発［シャトルバス（希望者）］ 

会場着・昼食休憩 

8:55～ 9:40 

 

 

10:00 

12:00 

指定授業[小学部] 

公開授業[中学部] 

 

学校発［シャトルバス（希望者）］ 

会場着・昼食休憩 

分
科
会
・
開
会
式
・
記
念
講
演 

12:50～ 受付【青森市文化会館】 

13:15～14:40 授業研究分科会・寄宿舎情報交換会 

14:55～15:25 開会式（大ホール） 

15:40～17:00 記念講演（大ホール） 

※全国聾学校絵画展【青森市文化会館２階ロビー】（前日準備、午後から開催） 
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２日目 

11月６日（金） 
分
科
会
・
閉
会
式 

 

9:00～ 

【青森市文化会館】 

受付 

【アスパム】 

受付 

9:30～12:00 研究協議分科会 

12:00～13:00 昼食・休憩 

13:00～15:45 研究協議分科会 

15:45～16:00 閉会式（分科会ごと） 

 

（３）事後日程 

 方   法 期  間 

記念講演 後日、全日聾研ホームページの会員専用ページに掲載  ※今後、お知らせします 

 

12 設定分科会 

（１）授業研究分科会 

○研究テーマ  「よく考え主体的に学ぶための授業づくり」 

分科会名 

【会場名】 
研究テーマ 助言者 

幼稚部 

【青森市文化会館】 

中会議室 

主体的な活動における言葉を育てる指導の在り方 
星槎大学 

 教授 原田 公人 氏 

小学部 

【青森市文化会館】 

大会議室 

よく考え論理的思考力を育てる授業の在り方 
東北福祉大学 

 教授 大西 孝志 氏 

中学部 

【青森市文化会館】 

小会議室（１） 

生徒が主体的に考える授業づくり 
筑波技術大学 

 教授 長南 浩人 氏 

高等部 

【青森市文化会館】 

小会議室（４） 

主体的に課題に向かう力を伸ばす授業づくり 
筑波技術大学 

 准教授 脇中 起余子 氏 

※寄宿舎情報交換会 【青森市文化会館】リハーサル室 

 

（２）研究協議分科会 

分科会名 

【会場名】 

協議主題（分科会テーマ） 助言者 

主題設定の理由 運営担当校 

1 早期教育１ 

（乳幼児教育、セン

ター的機能） 

 

【青森市文化会館】 

 大会議室 

親子間の豊かなかかわりに対する支援の在り方 

～保護者の伴走者としての相談支援の在り方～ 

山形県立村山特別支援学校 

 教諭 庄司 美千代 氏 

（山形県立山形聾学校前校長） 

近年、人工内耳の普及、補聴機器の高性能化、核

家族化、共働き率の増加など、聴覚障がいのある

子どもを取り巻く家庭・教育環境は大きく変化し

てきている。また、相談に訪れる子どもの障がい

も重度・重複化しており、実態が多様になってき

ている。このように多岐にわたるニーズに対応し

た保護者支援が求められる中、特に親子間の豊か

なかかわりに対する支援の在り方について深め

ていく。 

山形県立山形聾学校 

山形県立酒田特別支援学校 
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2 早期教育２ 

（幼稚部） 

 

【青森市文化会館】 

 中会議室 

遊びを通してやりとりが深まる支援の在り方 

～幼児とのかかわり・幼児同士のかかわり～ 

柴田学園大学短期大学部 

 学長 島内 智秋 氏 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

 教諭 林 徳子 氏 

幼児にとって、遊びは運動機能の向上だけでな

く、他者とのかかわりを深め、ことばの獲得にと

って大事な学習の機会である。教員や保護者と幼

児のかかわりを基盤に、事象の共有を通して信頼

関係を構築し、情緒の安定や他の幼児との交友関

係を築き始める。どのようにすれば幼児が遊びを

より深めることができるのか、我々の支援の在り

方を省察していく。 

 

福島県立聴覚支援学校福島校 

福島県立聴覚支援学校平校 

福島県立聴覚支援学校会津校 

3 教科教育１ 

（小学部）  

 

【アスパム】 

 白鳥 

自分の思いをことばで表現し、学んだことを生か

し、豊かに生きる力を育むための授業の在り方 

東北福祉大学 

 教授 大西 孝志 氏 

小学部段階では、基礎的な学力と言語力の育成及

び定着をベースとして、児童が自ら学びに向かっ

たり、協働的な学習の中から自分の考えを広げた

り、深めたりできる授業の工夫が求められる。児

童が自分の思いをことばで表現するための言語

力の育成を目指す授業の工夫と、学び合う場面や

考えを深め広げる授業の工夫について意見交換

する。 

 

岩手県立盛岡聴覚支援学校 

岩手県立一関清明支援学校 

4 教科教育２ 

（中高文系） 

 

【青森市文化会館】 

 小会議室（１） 

多様な生徒一人一人に合わせた対話的学習の在

り方 

筑波技術大学 

 教授 長南 浩人 氏 

昨今の機器の性能によるきこえの多様性、発達障

がいを併せ有する生徒など、様々な生徒への対応

が聴覚障がい教育（聾教育）にも必要とされ続け

ている。また、学習指導要領における「個別最適

化」ということからも、一人一人に対応した学習

の在り方が強く求められる時代である。対話を通

して一人一人に適した学習の在り方を意見交換

する。 

 

福島県立聴覚支援学校 

5 教科教育３ 

（中高理系） 

 

【青森市文化会館】 

 小会議室（４） 

理系科目の学びを深め、生活に結び付けるために 
筑波技術大学 

准教授 脇中 起余子 氏 

近年、理科や数学などの理系科目の学習内容を自

分の身近なものとして捉えることが難しい傾向

にある生徒が多く見られる。そこで、生徒が、身

の回りの自然や社会の様々な事象に関心をもち、

課題を見付け、探究・解決するための資質能力を

身に付けることや、学習内容を学校生活や社会生

活に結び付けていくために、題材設定や教材の工

夫を行い、理系科目に対する興味・関心を引き出

すような指導方法について協議する。 

 

秋田県立聴覚支援学校 

青森県立八戸聾学校 

宮城県立聴覚支援学校 

宮城県立聴覚支援学校小牛田

校 



 - 5 - 

6 

 

 

 

自立活動１ 

（聴覚活用、発音･発

語） 

 

【アスパム】 

 岩木 

一人一人の実態に応じた聴覚学習、発音･発語学

習の在り方 

大東文化大学 

 教授 齋藤 友介 氏 

補聴器や人工内耳、デジタル補聴援助システム

等、きこえに関する環境は日々変化している。学

校現場には、幼児児童生徒の聴覚障がい等による

個々の事態を把握し、日本語のリテラシーやコミ

ュニケーションの力に結び付く発音･発語指導、

聴覚学習の在り方を探求することが求められて

いる。幼児児童生徒が主体的に学び、自分らしく

生きていくための力を高める指導の在り方を協

議する。 

 

秋田県立聴覚支援学校 

7 自立活動２ 

（障がい認識、進路

指導、キャリア教育） 

 

【アスパム】 

あすなろ 

自分らしさに気付くための障がい認識と自己実

現に向けた取り組みについて 

星槎大学 

 教授 原田 公人 氏 

宮城教育大学 

 教授 松﨑 丈 氏 

インクルーシブ教育の推進により共生社会に近

づきつつある昨今ではあるが、幼児児童生徒が社

会で自立するためには自分の障がいを受容し、周

りに発信していく力が必要である。聴覚障がいに

関する認識と自分の身に起こりうる社会的障壁

を解決するための言動を獲得していくことで自

己肯定感を育み、自分らしく生きる力の礎になる

のではないか。そこで、各校での実践を報告しな

がら、自己の障がい認識を深める指導や支援、発

達段階に応じた段階的、系統的な指導内容や指導

方法について研究する。 

 

宮城県立聴覚支援学校 

宮城県立聴覚支援学校小牛田

校 

8 寄宿舎教育 

 

【アスパム】 

 津軽 

生きる力と豊かな心を育むための寄宿舎教育の

在り方 

宮城教育大学 

教授 菅井 裕行 氏 

寄宿舎教育では、集団生活を通して、人とのかか

わり方やマナーなどの社会性や自ら状況を把握

し判断して行動する主体性を身に付けることが

重要であると考える。寄宿舎を利用する児童生徒

の卒業後を見据え、自立と社会参加を目指した生

きる力と豊かな心を育むためのより良い支援・指

導の在り方について研究する。 

 

宮城県立聴覚支援学校 

宮城県立聴覚支援学校小牛田

校 

9 重複障がい教育 

（発達障がい含む） 

 

【アスパム】 

 八甲田 

一人一人が生き生きと学習する姿を目指して 
弘前大学教育学部 

元教授 佐藤 紘昭 氏 

特別支援学校（聴覚障がい）では、重複障がい幼

児児童生徒の在籍者数が増加傾向にあり、その障

がいの状態も多様化している。教育の内容や方法

を単に障がいの状態に合わせるだけでなく、日常

のコミュニケーションから一人一人の興味・関心

等を把握することやそれを学習につなげる工夫

によって、子どもが生き生きと学ぶ姿を引き出す

ことができると考える。個々の指導実践から、こ

のことについて深めていく。 

 

青森県立弘前聾学校 
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13 開会式次第（予定） 

（１）開式の辞    

（２）挨拶     全日本聾教育研究会 会長 

          青森大会実行委員長（青森県立青森聾学校長） 

（３）来賓挨拶   文部科学省初等中等教育局特別支援教育課特別支援教育調査官 

          青森県教育委員会教育長 

（４）来賓紹介   東北地区聾教育研究会 副会長 

（５）閉式の辞    

（６）諸連絡    大会事務局 

 

14 閉会式次第（予定）（各研究協議分科会会場にて実施） 

（１）開式の辞    

（２）挨拶     全日本聾教育研究会 会長 

          青森大会実行委員長（青森県立青森聾学校長） 

          北海道大会実行委員長（北海道札幌聾学校長） 

（３）閉式の辞    

 

15 大会参加費   会員 2,000円  会員外 3,500円  学生 1,000円（学部生、参観のみ） 

 

16 研究発表      研究協議分科会の研究発表の資格は会員であることとします。なお、地区研究会に所属し

ていない大学教員等は、下記の本部事務局に連絡し会員資格を得てください。発表件数が

多い研究協議分科会においては、発表時間を十分に設定できない場合があります。 

また、研究発表は、一人一本までとします。予めご了承ください。 

 

  全日本聾教育研究会本部事務局 連絡先      

    〒272-8560 千葉県市川市国府台 2-2-1  筑波大学附属聴覚特別支援学校内 

    TEL 047-371-4135（代）  FAX 047-372-6908 

 

17 大会参加・宿泊等の申込 

申 込 み 内 容 締 切 日 申込み・送付先 

大会予備調査 令和８年（2026年）３月 10日（火） 

青森大会事務局（青森県立青森聾学校内） 
※専用の Web フォーム［第 60 回全日本聾
教育研究大会（青森大会）参加者メニュー］
から仮申込みをしてください。 

大会参加申込み 

研究発表申込み 

シャトルバス申込み※ 

令和８年（2026年）６月 16日（火） 青森大会事務局（青森県立青森聾学校内） 
※専用の Web フォーム［第 60 回全日本聾

教育研究大会（青森大会）参加者メニュー］

から申込みをしてください。 
研究発表原稿提出 令和８年（2026年）７月 24日（金） 

その他 

宿泊・昼食等について 

宿泊・昼食の手続きについては、参加者ご自身で行ってください。ご協力をお願い

いたします。特に、大会当日が紅葉シーズンであることから、大会間近では宿泊施

設の予約ができない、もしくは高額になることも予想されますので、余裕をもっ

てお早めにご予約ください。 

※シャトルバス（希望者）は、青森聾学校発 → 青森市文化会館着は 1,000円 

              八戸聾学校発 → 青森市文化会館着は 2,500円 
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18 情報保障について 

・開会式では、手話通訳、音声文字変換による字幕を準備いたします。記念講演では、手話通訳、要約筆記に

よる字幕を準備いたします。 

・授業研究分科会、研究協議分科会においては、情報保障を必要とする参加者がいる場合に行いますので、希

望される場合は、参加申込み時に必要な情報保障にチェックを入れてください。 

・申し込まれた場合には会場に「情報保障席」を準備いたします。張り紙のある椅子にお座りください。 

・音声文字変換はＵＤトークを使用します。修正には努めますが、ある程度の誤変換も承知の上での活用とな

ることをご了承ください。 

 

19 自然災害等における対応について 

気象警報が発令された場合も原則として大会は実施します。ただし、公共交通機関に影響があり、主管校の

教職員が出勤できない場合は大会を中止とし、その旨を大会ホームページに掲載します。 

 

20 大会事務局及び連絡先  

第 60回全日本聾教育研究大会（青森大会）事務局 

〒038-0021 青森県青森市大字安田字稲森１２５番地１ 青森県立青森聾学校内 

ＴＥＬ 017-766-1834（ＦＡＸ兼用） 

Ｅ-mail zennichiro-aomori@zennichiro-con.sakura.ne.jp 

大会実行委員長：木村 禎子   大会事務局長：髙坂 正人 

 


